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実践事例Ⅲ （化学） 「オゾンの製法と性質」

オゾンは酸素Ｏ の同素体であり，単体の酸素中，または空気中で紫外線
観察，実験の

２

を当てると，Ｏ の一部はＯ になることを理解させるとともに，オゾンの性
ねらい

２ ３

質について理解させる。

１ 観察，実験の実際

○ 試験紙として，水で湿らせたヨウ化カリウムデンプン紙を用意する。

を○ 試験紙に紫外線ランプを近づけ，ヨウ化カリウムデンプン紙がどのように変化するか

観察する。

２ 問題点

○ 紫外線ランプの光を直接見ないようにするなど，取り扱い等に注意を要する。

○ オゾンの発生量が少ないため，オゾンの特異臭をかぎ分けることが難しい。

○ オゾンの発生を直接確認することができないため，ヨウ化カリウムデンプン紙を変色

させたのが紫外 ランプであるかのようにとらえてしまう。線

３ 観察，実験のポイント，取り入れた観察，実験

〈観察，実験のポイント〉

用○ オゾンの発生には，紫外線ランプを用いず，放電により手軽に作れるオゾン発生器を

。いる

○ オゾンの発生を，特異臭から実感することができるようにする。

る○ ヨウ化カリウムデンプン溶液に発生したオゾンを通すことにより，オゾンの性質であ

酸化力を理解させるようにする。

〈取り入れた観察，実験〉

か○ 駒込ピペットの中に通した銅線と，駒込ピペットをアルミニウムはくで巻き，その上

らコイル状に巻き付けた銅線とを誘導コイルに接続し，直流電流を流す。

○ 駒込ピペットの片方から空気を送り，出てきた気体のに

おいをかぐ。

○ 出てきた気体をヨウ化カリウムデンプン溶液に通し，変

色を確認する。

オゾンは強い酸化力をもつため，ヨウ化カリウムデンプ

ン溶液中のヨウ素が遊離し，ヨウ素デンプン反応が起こ

発生したオゾンのにおいの確認り，溶液は青色に変化する。

３ ２ ２ ２２ＫＩ＋Ｏ ＋Ｈ Ｏ→Ｉ ＋２ＫＯＨ＋Ｏ

ミンＣ○ オゾンの強力な酸化力で遊離したヨウ素に，ビタ

（Ｌ-アスコルビン酸）を加 色を確認する。（ビタえ，変

ミンＣ入りのお菓子を使用）

ビタミンＣには，還元作用があり，ビタミンＣはデヒド

ロアスコルビン酸となり，ヨウ素は無色のヨウ化物イオン

ヨウ化カリウムデンプン溶液の変になる。 Ｉ →２Ｉ２
－
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